
西湘ウォーキング⑩ 平塚八景 七国峠・遠藤原  

 

日 時：２０２２年３月１３日（日） 天候：晴 気温：１９.１℃ 歩数：２１１００歩 距離：約１４㎞ 

コース：小田急東海大学前駅→東海大学北門前→東海大学正門前→土屋橋→熊野神社→関東ふれあいの道→

遠藤原→七国峠・遠藤原の道→七国峠（標高１８２ｍ）→正泉寺→ＪＲ二宮駅 

新型コロナウイルス新感染者数(１２日) 全国５５３２４人 東京９１６４人 神奈川４７７１人 平塚８７人 

 

西湘ウォーキング１０回目は、神奈川ウォーキングクラブ「第２８８回例会早春の大雄山沿線を歩こう！」

に参加した翌日の３月１３日、「平塚八景 七国峠・遠藤原」を歩きました。小田急東海大学前駅から南西へ

緩やかな上り道で平塚八景遠藤原・七国峠まで、そこから南方向へ下って行き二宮駅までのコースです。  

写真は、平塚市の最西端、標高１８２ｍの七国峠です。昔、甲斐、駿河、伊豆、相模、安房、上総、武蔵

の七国が一望できたことから名づけられました。 

前日土曜日の新型コロナウイルス新感染者、全国は５万５３２４人で１週間前より約８３００人減、１週

間平均では６週連続の減少傾向。入院中や療養中の人は５７万人で約７万２０００人減、重傷者は１２０４

人で１９５人減。死者は１４１人で４３人減。東京の新感染者は９１６４人で１週間前より約１６００人の

減、神奈川は４７７１人で約１４００人減、平塚市は８７人でした。政府は、東京、神奈川など１８都道府

県に２１日までの期限で適用中のまん延防止等重点措置について、３月１６日に解除の是非を判断する予定

です。神奈川ウォーキングクラブは、３月９日の第２８７回例会「秦野香雲寺の梅」からウォーキングを再

開しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



小田急東海大学前駅～東海大学北門前～正門前～土屋橋～熊野神社 

 東海大学前駅南口を１０時にスタート、晴、駅前を直進して県道６１３号の東海大学前駅交差点を右折し

て緩やかな坂を上って行きます。東海大学北門へ、構内を通り抜けようと思いましたが、「新型コロナウイ

ルス感染防止のため入構禁止」の立て看板、やむを得ずぐるっと回って正門前へ。正門前の長い坂を下って

県道６２号を右折、土屋橋を渡り、金目川右岸を上流へ。進行方向南西方向高台に携帯基地局の３本のアン

テナが、右手後方には大槻団地越しに大山が見えました。ここからは遠藤原まではずっと緩やかな上り道、

２０分ほど歩いたところに「関東ふれあいの道」の標識が出てきました。左に曲がれば土屋一族の墓・鷹取

山方面、今回は直進します。数１０ｍ先に立派な長屋門がありました、その隣が鎌倉時代土屋の庄の領主土

屋三郎宗遠由来の熊野神社。時刻は１１時２０分、大分暑くなり小休憩をとりかわいた喉を潤しました。 

    

   

    

   

    



熊野神社～関東ふれあいの道 500ｍ～菜の花 河津桜 梅の花～遠藤原 

住宅街を抜けると金目川右岸から見えた携帯基地局のアンテナが左に見えました。熊野神社から関東ふれ

あいの道「鷹取山・里山のみち」を５００ｍほど歩きました。農道に入り、かなりの坂を上り野菜畑が広が

る高台へ。自動車道路沿いには住宅街が広がり、畑から出て来たトラクターが走って行きました。平塚市の

西端、中井町との境界沿いの長閑な道のウォーキング。黄色鮮やかな菜の花畑越しの大山、民家の庭先のピ

ンクの河津桜、緑の葱畑と淡いピンク色の梅の花、いずれも中井町側の景色、色とりどりの春満喫のウォー

キングです。１２時２５分、「平塚八景七国峠・遠藤原」の遠藤原に到着して水分補給。 

   

   

  

   

 



遠藤原～七国峠(標高 182ｍ)～正泉寺～15 時 25 分 ＪＲ二宮駅 

 いにしえの人が行き交った高台の七国峠・遠藤原の道を歩きます。前日のウォーキングで教えていただい

た紫鮮やかなホトケノザの花畑が広がっていました。少し下って県道７７号と交差するところに七国峠バス

停、少し上って１３時丁度に七国峠到着。標高１８２ｍ、湘南平東の浅間山が標高１８１．３ｍですから、

ここが平塚市で一番高いところかと思います。昔長兵衛茶屋があり甘酒で旅の疲れをいやしたという跡の東

屋で昼食タイム。１３時２５分、南方面の二宮駅をめざして下ります。平塚富士見カントリークラブとレイ

クウッドゴルフクラブの間の道を抜けて大磯町へ入り、正泉寺、西久保バス停のところの展望台で水分補給。

さらに下り、正面に吾妻山が見えてきて二宮の街へ。１５時２５分、ＪＲ二宮駅到着。歩数２万１１００歩、

距離１４㎞の地山独歩でした。                         （いちむら記） 

   

   

   

   

 


